
大
雪
山
縦
貫
道
路
建
設
反
対
運
動
の
経
過
と
今
後
の
問
題
点

西

村

格

大
雪
山
縦

貫
道
路
問
題

も
、
昨
年
の

十
月
十
九
日

自
然
環
境
保
全
審
議
会

に
お
け
る
最
終
決
定
を
前

に
、
北
海
道
開
発
局
が
道
路
建
設
申
請
を
と
り
下

げ

る
と
い
う
形
で

一
応

の
終
止
符
が
打
た
れ

ま
し

た
。審

議
会

の
自
然
公
園
部
会
で
も
「
部
会

長
談
話
」

と
し

て

「
国
立
公
園
な
ど

に
道
路
を
新
設
す

る
場

合
、
原
則
と
し
て
公
園
利
用

の
観
点
や
経
済

、
社

会
的
観
点
な
ど
か
ら
、
そ

の
道
路
が
ぜ

ひ
必
要

で

あ
り
、
他

に
こ
れ
に
代
わ

る
適
切
な
手
段
が
見

い

だ

せ
な

い
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
、

さ
ら

に

①
原
則
的
自
然
環
境

を
保
持

し
て

い
る
地
域
、

②
亜
高
山
帯

、

高
山
帯
、

急
傾
斜

地
、
崩
壊
し
や
す

い
地
形
地
質

の
地
域
等

、
緑
化

復
元

の
困
難
な
地
域
、
③
稀
少
な
野
性
動

・
植
物

こ
ん
虫

な
ど
の
生
息
、
生
育
ま
た
は
繁

殖
し
て
い

る
地
域
、
④
す
ぐ
れ
た
景
観
を

保
持
し

て
い
る
地
域

は
避
け

る

べ
き
だ

(
十
月

二
十
日
、
北
海

道
新
聞

よ
り
)
と
の
見
解
を
示

し
、
自
然
公
園
内

の
道
路
建
設
に

つ
い
て
の
基
準

を
示
し
、
審
議
を
終

了
し
て
い
ま
す
。

私

た
ち
が
市
民
運

動
と
し
て
・建
設
反
対

を
は
じ

め
た
の
は
昭
和
四
十
六
年

八
月
で
、
当
時

こ
の
道

路
建
設

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
道

々
忠
別

・
清

水
線

と
し

て
認
定
、
開
発
局
が
建

設
大
臣

に
開
発

道
路
と
し

て
の
指
定
を
申
請
、
六
月
十

五
日
に
指

定
さ
れ
官
報

に
告
示
さ
れ
た
段
階

で
し
た
。

こ
れ

と
併
行
し

て
開
発
局

(帯
広
開
建
)
で
は
厚
生
大

臣

に
対
し

て
、
大
雪
山
国
立
公
園
内
事
業

の
施
行

に

つ
い
て
認
可
申
請
を
出

し
て
い
ま
し
た
。

し
か

も
昭
和
四
十
年
か
ら
検
討
さ
れ
た
大
雪
山

国
立
公

園
内

の
特
別
保
護
地
区
指
定

に
あ
た

っ
て
、
開
発

局
長
か
ら
道

知
事

に
対

し
て

「
開
発
市
町
村
道
、

新
得

・
白
金

・
天
人
峡
線
を
計
画
し
て
い
る
の
で

こ
の
こ
と

に
支
障
が

な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
異

議
な
し
L
と

の
回
答
が

な
さ
れ
、
協
議
さ
れ
た
の

ち
、
昭
和
四
十
六
年

一
月

に
特
別
保
護
地

区
が
指

定
さ
れ

る
と

い
う
情
勢

の
中

で
し
た
。

こ
の
反
対

の
運
動

は
、
市

民
と
し
て
全
く
自
然

保
護
運
動
を
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
、
札
幌
の
市

民
や
学

生
の
呼
び

か
け
で

は
じ
め
ら
れ
、
多
く

の

人
達

の
激
励

と
カ

ン
パ

に
よ

っ
て
全
国

の
人
達

や

地
元

の
人
達

に
も
理
解
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
最

終
的

に
は
全
国

の
自
然
保
護
団
体

や
生
態
学
会
を

は
じ
め
と
す

る
学
術
団
体
が

一
致
協
力
し
て
建

設

阻
止

の
運
動
が

で
き
る
ま
で
と
な
り
、
十
月
十
九

日
を
迎
え
た
わ
け

で
す
。
そ

の
間

の
経
過

の
概
要

は
、
次

の
と
お
り

で
す
。

46

・

大
雪
山
縦
貫
道
路
建
設

反
対
運
動
の
経
過

8

・
3

北
海
道
自
然
保

護
協
会

・
意

見
書

提
出

環
境
庁
長
官

・
北
海
道
知
事

・
北
海
道
開
発
局

長

に
再
度
意

見
書
を
提

出
。

8

・
5

北
大
自

然
保
護
研
究
会

・
道
路
建
設
反

対

の
要
望
書
提
出

環
境
庁
長
官

・
北
海
道
開
発
庁
長
官

・
北
海
道

知
事

に
道
路
建
設
中
止

の
要
望
書
提
出
。

8

・
中
旬

「
大
雪
の
自
然
を
守

る
会

・
準
備
会

」

発
足

札
幌
市
内

で

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会
」

の
準

備
会
が
世
話
人
を
決

め
て
発

足
し
た
。

9

・
7

反
対
ビ

ラ
ま
き
始
め
る

札
幌
市
街

で
反
対
ビ

ラ

マ
キ
が
、

こ
の
日
以
降

毎
週
日
曜

日
に
実
施
さ
れ
た
。

10

・
21

署
名
活
動
を
始

め
る

「
大
雪
の
自
然
を
守

る
会

・
準
備
会
」

は
札
幌

を
中
心
に
、
全
国
的

な
反
対
署
名
活
動
を
始
め

た
。

10

・
27

「
大
雪

の
自
然
を
守
る
会

・
新
得
」
準

備
会
発
足

新
得
町
内

で
反
対
運
動
が
開
始
さ
れ

た
。

10

・
29

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会

・
準
備
会
」

で
は
旭
川
の
有
志
と
連
絡
を
開
始
。

11

・
1

「
大
雪
山
の
自
然
を
守
ろ
う
」
第

一
号

発
行

全
国

ヘ
パ

ソ
フ

レ
ッ
ト
を
発
送
し
、
大
雪
山

の

重
要
性

と
道
路

の
産
業
価
値

の
な
い
こ
と

の
ア

ピ

ー
ル
を
始

め
た
。
現
在
第
六
号
ま
で
発
行
。

11

・
6

「
大
雪

の
自
然
を
守
る
会

・
新
得
」
準

ヱ9



備
会
と

「
大
雪
の
自
然
を
守
る
会

・
準

備
会
(
札
幌
)
」
と
連
絡
を
開
始

地

元
に
は
地
元

の
立
場
が
あ

る
と
し
て
、
新
得

で
独
立

し
た
「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会

・
新
得
」

を
発

足
さ
せ
札
幌

と
連
絡
を
と
り
な
が

ら
運
動

を
進

め
る
こ
と
と
な

っ
た
。

11

・
11

新
得

町
内

で
新
聞
折
込

チ
ラ

シ
に
よ
る

反
対

運
動
を
開
始

「
大
雪

の
自
然
を
守
る
会

・
新
得
」
準
備
会

は

現
在
十

一
号
ま

で
折
込
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て

い

る
。

11

・
19

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会

・
準
備
会
」

代
表

・
大
石
環
境

庁
長
官
と
懇
談

大

石
環
境

庁
長
官

は

「
大
雪
山

の
縦
貫
道
路

に

反
対

で
あ

る
」

と
の
意

同
を
表
明
し
た
。

11

・
28

N
H
K

・
T
V

「
五
〇
〇

万
人

の
課
題
」

で
地

元
町
長

と
討
論

新
得

・
東
川

両
町
長

お
よ
び

美

瑛

町

助

役

と

「
大
雪

の
自

然
を
守

る
会

・
準
備
会
」
代

表
が

討

論
し
た
。

12

・
3

「
大

雪
の
自
然
を
守
る
会

・
新
得
」
発

足

12

・
14

大
石
環
境

庁
長
官

に
要
望
書

送
付

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会

・
新
得

」
で
要

望
書

を
提
出

し
た
。

47

・
1

・
14

「
大
雪
の
自
然
を
守

る
会

」
設
立

札
幌

で
準
備
会
と
し
て
す
す
め
て
き

た

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会
」
は
設
立
総
会

を
開
き

正
式

に
発
足
し
た
。
参
加
者

二
五
〇
名

2

・
9

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会
」
会
報

「
大

雪
」

一
号
を
発
行

札
幌

の

「
大
雪

の
自

然
を

守
る
会
」
で
は
、
会

員

の
連
絡

に
会

報

「
大
雪
」
を
発
行
、
現
在
七

号
ま

で
発
行

3

・
10

「
十
勝
自

然
保
護
協
会
」
道

路
建
設
反

対

の
要
望
書
提

出

十
勝
自
然
保
護
協
会

で
は
、
基
本
的

に
反
対

で

あ

る
と
し

て
再
検
討

の
要

望
書
を
環
境

庁
長
官

・
北
海
道
開
発
庁
長
官

・
北
海
道
知
事
な
ど
に

提

出
し
た
。

3

・
18

新
得

・
芽
室

・
札
幌
合
同
の
連
絡
会
議

を
開
催

4

・
中
旬

十
勝
山
岳
連
盟

「
道
路
建
設
反
対
」

を
表
明

十
勝

山
岳
連
盟
総
会

で
道
路
建

設
反
対

の
運
動

を
す
す
め
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

5

・
7

"
大
雪
の
自

然
を
守

る
市
民
の
集

い
"

を
開
催

札
幌
市
大
通
り
公
園

で
、
札
幌
市
内

の
自
然
保

護
団
体

に
よ

っ
て
集
会
が
も
た
れ
た
。
街
頭
デ

モ

・
=
二
〇
人
参
加
。

5

・
21

〃
北
海
道

の
環
境
破
壊
を
告
発
す

る
集

会
--
を
開
催

「
地
球

の
日
」

の
集
会

と
し
て
、
道
路
建
設
反

対

・
大
雪
山
系

の
自
然
保
護
を
訴
え
街
頭
デ

モ

自

然
保
護
九
団
体
参
加
。

5

・
22
～

25

道
路
建

設
反
対

の
要
望
書
提
出

「
大
雪
の
自
然
を
守

る
会
」
(
札
幌
)
・
「
芽
室

・

自
然
を
知

る
会
」

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会

・

新
得

」

「
十
勝
岳
連
盟
」

で
は
北
海
道
知
事
、

旭
川

・
帯
広
開
発
建
設
部
、
旭
川

・
帯
広
営
林

局

へ
要
望
書
と
陳
情
書
を
提
出

し
た
。

6

・
19

北
海
道
開
発
局

へ

「
公
開
質
問
状
」
提

出
、
局
長
の
代

理
と
し
て
道
路
計
画
課

長

と
話
し
合

い
を
持

つ

「
環
境

庁
の
意
志
表
示
を
ま

っ
て
い
る
段
階
で

あ
り
、
自

然
公
園

の
中

に
近
代

工
学

の
粋
を
集

め
て
人
工
美

を
造

る
」
と
回
答

、
中
山
峠

・
石

北

峠
を
例

に
自
然
破
壊

の
な

い
道

路
を

つ
く
り

年
間
を
通
じ
て
通
交

で
き

る
よ
う

に
す
る
と
説

明

「
観
光
道
路
で
あ
れ
ば
予
算
要
求

は
開
発
道

路

と
し
て
は
し
な
い
」

と
説
明
し
た
。

こ
れ
ら

は
四
十
七
年
十

一
月
、
四
十

八
年
四
月

に
起

っ

た
中
山
峠

・
石
北
峠
の
通
交

止
や
地
す

べ
り
、

四
十
八
年
八
月
の
審
議
会

に
お
け
る
開
発
庁
の

観
光
道
路

で
あ
る
と
の
説
明
等
と
、
全
く
矛
盾

す
る
内
容

の
も

の
で
あ

っ
た
。

7

・
下
旬

北
海
道
議
会

に
道
路
建
設
中
止
の
請
・

願
書
を
提

出

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会
」

で
は
道
路
計
画
に

反
対
す

る
署
名
一
二

、

二
九
九
名
を
添
え
、
星

野
健
三

(
社
会
)
・
木
南
貫

一

(
共
産
)
、
高
橋

鉱

(
公
明
)

の
三
議
員

の
紹
介

で
請
願
書
を
提

出
し
た
。
し
か
し
、
北

海
道
議
会

で
は
総
務
委

員
会

に
付
託

し
た
ま
ま
結
着
ま
で
、
全
く
審
議

し
な
か

っ
た
。

8

・
11
～

14

環
境
庁

・
道
路
予
定
地
を
現
地
調

査

環
境

庁
沖
係
長
ら

の
調
査
隊

に
札
幌

・
帯
広

・

新
得
合

同
で
自
主
参
加
し
、
白
金
温
泉

に
お
け

る
公
聴
会

で
道
路
建
設
反
対
理
由
を
説
明
、
長

官
あ

て
要

望
書

に
署
名
簿

(
一
二

、
二
九
九
名
)

の
写

を
添
付

し
て
提
出
。

8

・
26

小
山
環
境
庁
長
官
、
現
地
視
察

「
大
雪

の
自
然
を
守
る
会
」
代
表
二
名
が
長
官

に
車
中

で
陳
情
。
小
山
環
境
庁
長
官

「
観
光
道

路
で
あ
れ
ば
認
め
な

い
」
と
回
答
。
現
地
視
察

後

「
現

ル
ー
ト
は
認
め
ら
れ
な
い
」

「
環
境
庁

の
認
定
す

る
条
件

に
合
え
ば
認
め
る
」
と

ル
ー

ト
変

更
を
示
唆
し
た
。

8

・
26

北
海
道
自
然
保
護
協
会

・
有
志
な
ど
要

望
書

提
出

北
海
道
自
然
保
護
協
会
内

の
伊
藤
秀

五
郎
外
十

二
名

の
学
者

・
画
家
な
ど
が
長
官
あ

て
要
望
書

を
提
出
、
「
大
雪

の
自

然
を
守
る
会
」
「
大
雪
の

自
然
を
守

る
会

・
新
得

」

「
十
勝
山
岳
連
盟
」

長
官

に
対
し

て
要
望
書
提
出
、
新
得
町
住
民
の

反
対

署
名
四
〇
〇
名
提
出
。

8

・
26

美
瑛
側
地
元
住
民
と
意
見
交
換

「
大
雪

の
自
然
を
守
る
会
」
で
は
美
瑛
市
街
地

と
上
俵
真
布
住
民

の
意

見
を
聴
取
、
無
関
心
と

建

設
反
対

の
意
見
が
大
半
を
占
め
た
。

20



9

・
9

環
境
庁

「
ル
ー
ト
変
更
を
条
件
と
し
て

縦

貫
道
路
建
設
を
認
め
る
」
と
発
表

環
境

庁
開
発
優
先

の
姿
勢
に
変
身
す

る
。

9

・
18

北

海
道
開
発
庁
新

ル
ー
ト
(
案
)
を
発

表

開
発

庁
は
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会

の
意

見
書

に
よ

っ
て
廃

案
と
な

っ
た
鹿
越
鞍
部
を
通
る
旧

ル
ー
ト
に
ト

ソ
ネ

ル
を

加
え
、
新

ル
ー
ト
(
案
)

と
し

て
発

表
。

9

・
19

環
境

庁
は
開
発
庁

の
新

ル
ー
ト
を
認
め

る
と
発

表

環
境
庁

は
自
然
公
園
審
議
会
を
無
視
し

て
新

ル

ー
ト

(
案
)
を
認

め
る
と
発
表
。

9

・
19

趨

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会
」
抗
議
声

明

を
お
く

る

9

・
22

行
政
監
察
局

に
縦
貫
道
路

の
監
察
を
請

求
(
新
得

に
つ
い
て
は
十
月
十
日
要
請
)

札
幌

・
新
得

・
芽
室

の
各
団
体

で
は
、
全
く
産

業
価
値

の
無

い
道
路
を
産
業
道
路
と
し
て
開
発

道
路
予
算

で
建

設
し
よ
う
と
し

て
い
る
点

問
題

が
あ

る
と
し
て
監
察
を
請
求
、
十
月
十
六
、

二

十
四
日
お
よ
び
十
二
月
十

五
日

「
現
状
で
は
、

行
政
行
為
が

な
さ
れ
て
い
な

い
の
で
監
察

の
対

象

と
は
な
ら
な

い
」

と
回
答
。

10

・
23

北
海
道
自
然
保
護
協
会
理
事
会

「
建
設

反
対
」
を
声
明

態
度
を
保
留
し
、
慎
重
な
調
査
を
要
求
し
て

い

た
協
会

は
道
路
建
設

に
は
反
対

で
あ

る
と

の
態

度
を
明
確

に
し
た
。

10

・
中
旬

北
海
道
知
事

に
対
し

て

「道

路
建
設

中
止
」

の
請
願
書
を
提

出

北
海
道
知
事

に
対
し

て
請
願
法

に

も

と

つ

く

「
道
路
建
設
中
止
」

の
請
願
書
を
生
活
環
境
部

長
を
通
じ
て
提
出
、
十
月
二
十
七
日
中
村
副
知

事

は
、
代

表
と
意
見
交
換
を
お
こ
な

っ
た
が
今

回

の
は
実
情
聴
取
で
あ

り
後

日
正
式

に
回
答
す

る
と
し
た
が
、
再
三
の
要
求

に
も

か
か
わ
ら
ず

堂
垣
内
知
事
は
正
式

の
回
答
を
出
さ
ず
、
開
発

優

先
の
姿
勢
を
示
し

た
。

10

・
26

全
国
自
然
保
護
連
合
等
二
十
二
団
体
、

建
設
反
対

の
意
見
書
を
環
境

庁
に
提
出

自
然
保
護
団
体
、
学
術
団
体

お
よ
び
山
岳
団
体

で
は
連
名
で
意
見
書
を
提
出
し
た
。

10

・
28

「
大
雪

の
縦
貫
道
路

に
反
対

す
る
市
民

集
会
」
札
幌
大
通
り
公
園

で
開
催

「
大
雪
の
自
然
を
守

る
会

」

「
札
幌
周

辺
緑
化

懇
話
会
」

「
羊

ケ
丘
自
然
愛
好
会
」

「
小
樽
生

物
保
護
研
究
会
」
な
ど
二
〇
〇
名
が

参
加
し
、

街
頭
デ

モ
を
お

こ
な

っ
た
。

10

・
31

自
然
公
園
審
議
会

、
結

論
を
保
留

自
然
公
園
審
議
会
、
委
員

の
良
識

と
各
団
体

の

努
力

に
よ

っ
て
、
結

論
が
保

留
さ
れ

た
。

12

・
17

「
旭
川
大
雪

の
自
然

を
守

る
会
」
設
立

旭
川
市
内
を
中
心
に
新

し
く
道
路
建
設

に
反
対

す

る
会
が
発
足
し
た
。
会
員

一
、

五
〇
〇
名
。

48

・
1

・
27

旭
川
市
長

「
道
路
建
設
促
進
期
成

会
」

を
脱
会

旭
川
風
土
保
全
協
会
員

な
ど

の
働
き
か
け

に
応

じ

て
、
旭
川
市
長
が
脱
会
し
た
。

2

・
8

「
自
然
保
護

を
考
え
る
タ
ベ
」

札
幌

で

開
催

全
国
自

然
保

護
連
合
が
中
心
と
な

り
、
札
幌

・

新
潟

・
東
京

・
大
阪

で

「
大

雪
」

「
妙

高
」

「
尾

瀬
」

「
連
峰

ス
カ
イ
ラ
イ

ソ
」
な
ど
自
動

車
道
路

に
反
対
す

る
集
会
が

お
こ
な
わ
れ
た
。

札
幌

で
は
十

六
団
体
三
〇
〇
名
参
加
。

2

.
19

旭
川

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会
」

ニ

ュ

ー
ス
発
行

旭
川

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会
」

で
は
、
会
員

向
け

ニ

ュ
ー
ス
を
現
在

七
号
ま
で
発
行
。

2

.
27

「
大
雪

の
自
然
を
見

る
タ

ベ
」
新
得
で

開
催

「
大
雪

の
自
然
を
守
る
会

・
新
得
」
な
ど
四
団

体
共
催

で
ス
ラ
イ
ド
会
開
催
、
参
加
者

一
〇
〇

名
。

2

・
28

「
大
雪

の
自
然
を
見
る
タ
ベ
」
芽
室

で

開
催

3

・
3

「
大
雪

の
自
然
を
見
る
タ
ベ
」
帯
広

で

開
催

3

・
4

「
大
雪
の
自
然
を
知
る
タ
ベ
」
旭
川

で

開
催

旭
川

「
大

雪
の
自
然
を
守
る
会
」

で
は
第

一
回

「
大
雪

の
自

然
を
知

る
タ
ベ
」
を
開
催
、
現
在

ま
で
四
回
開
催

し
て
い
る
。
参
加
者
平
均

二
〇

〇
名
。

3

・
7

帯
広
市
長

「
建
設
促
進
期
成
会
」
か
ら

脱
退
を
声
明

〃
縦
貫
道
路
は
自
然
環
境
を
破
壊
す
る
計
画

と

の
印
象
が
強
く
な

っ
て
き
た
"
と
し

て
期
成
会

か
ら
脱
退
す
る
意
志
を
表
明
。

3

・
上
旬

「
帯
広
自
然
保
護
研
究
会
」
準
備
会

発
足

帯
広
畜
大
に
準
備
会
が
発
足
。

4

・
上
旬

帯
広
自
然
保

護
研
究
会

「
研
究
会

ニ

ュ
ー

ス
」

N
O

・
1
発
行

「
研
究
会

ニ

ュ
ー
ス
」

は
大
雪
問
題
を
中
心

に

訴
え
、
現
在
第
四
号
ま
で
発
行
。

4

・
22

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
全
道

の
連
絡
会
」

開
催

第

一
回
目
の
大
雪
問
題

の
全
道
連
絡
会
議
が
旭

川

で
開
か
れ
、
現
在
第

三
回
ま
で
開
催
さ
れ

て

い
る
。

6

・
7
～

10

「
大
雪
の
縦
貫
道
路
建
設
に
反
対

す

る
現
地
集
会

」
白
金
温
泉
で
開
催

全
道
自
然
保
護
団
体

で
現
地
踏
査
、
そ
の
報
告

を
兼

ね
て
、
反
対
集
会
を
開
く
。
全
道

の
自
然

保
護
団
体
共
催
、
参
加
者

一
五
〇
名
。

7

・
20
～

21

自
然
環
境
保

全
審
議
会

に
対

し
て

要
望
書
を
提
出

全
道

の
自
然
保

護
団
体

で
は
、
自
然
環
境
保

全

審
議
会

お
よ
び
委
員

に
対
し
て

「
道
路
建
設
反

対
」

の
要
望
書
を
提
出
。

8

・
2

旭
川

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会
」
林
道

21



の
実
態
調
査
を
始
め
る

旭
川

「
大
雪
の
自

然
を
守

る
会
」
で
は
、
上
俵

真
布

・
赤
岳

・
水

楽
右
沢
な
ど
の
林
道
調
査
を

実
施

し
た
。

8

・
6

縦
貫
道
路
予
定
地
附
近

の

「
林
道

工
事

中

止
」
を
申
し
入
れ
る

旭
川

「
大
雪

の
自
然
を
守
る
会
」
で
は
、
調
査

結

果
を
も
と

に

〃
上
俵
真
布

お
よ
び
水
楽
右
沢

林
道

は
、
縦
貫
道
路

の

一
部

で
あ
る
"
と
し
て

工
事
中

止
を
旭
川
営
林
局
長

に
申
し
入
れ
る
。

8

・
18
～

28

「
表
大
雪
循
環
産
業
道
路
計
画
」

中

止
を
申
し

入
れ

る

旭
川

「
大
雪

の
自
然
を
守

る
会
」

で
は

〃

「
表

大
雪
循
環
産
業
道
路

は
縦
貫
道
路
」
関
連
道
路

で
あ
り
、
自
然
破
壊
が
大
き

い
"
と
し
て
計
画

の
中
止
を
上
川
支
庁
長
、
開
削
期
成
会
会

長
に

要
望
。

8

・
24

自
然
環
境
保

全
審
議
会

に

「
水
楽
右
沢

・
上
俵
真
布
林
道

の
調
査
」
を
申

し
入

れ

る

旭
川

「
大
雪

の
自
然

を
守

る
会
」

で
は
、
こ
れ

ら
林
道

は

〃
縦
貫
道

路
工
事

の

一
部

で
あ
る
"

と
し
て
審
議
会

に
調
査
を
要
望
。

8

・
30

日
本
生
態
学
会
「
縦
貫
道

路
建
設
反
対

」

を
表
明

日
本
生
態
学
会

は
第

二
〇
回
総
会
で

「
大
雪
山

国
立
公
園

ト
ム
ラ
ウ

シ

・
オ
プ

タ
テ
シ
ケ
地
区

の
自
然
保
護

に
関
す

る
要
望
」
と
し
て
縦
貫
道

路
建
設
反
対
を
全
会

一
致

で
決
議
し
、
関
係
官

庁
お

よ
び
自
然
環
境
保
全
審
議
会
委
員
あ
て
送

付
す

る
こ
と

に
決
定
し
た
。

9

・
5

「
表
大
雪
循
環
産
業
道
路
計
画

の
中
止

に
関
す
る
要
望
書
」
を
道
知
事
あ
て
提

出

「
大
雪

の
自
然
を
守
る
会
」

「
十
勝
自
然
保
護

協
会
」
な
ど
札
幌

・
帯
広

・
芽
室

・
新
得

の
自

然
保
護
九
団
体
が
連
名

で
計
画
中
止
を
申
し
入

れ

る
。

9

・
8

「
大
雪
山
縦
貫
道
路
建
設
阻

止
全
道
集

会
」
白
金
温
泉

で
開
催

自
然
環
境
保

全
審
議
会
委
員

の
視
察

に
あ
わ
せ

て
、

白
金
温
泉

で
集
会
を
開
催

・
主
催
十
三
団

体
連
名
で
視
察
団

に
対

し

「
縦
貫
道
路
建

設
反

対

に
関

す
る
要
望
書
」
を
提
出
。

同
時

に
大
規

模
林
業
圏
構
想

に
は
自
然
保
護

上
問
題
が
多

い

こ
と
を

ア
ピ

ー
ル
。

10

・
19

北

海
道
開
発
局
は
、
大
雪
山
縦
貫
道
路

(
開
発
道
道

・
忠
別
i
清
水
線
)

の
申

請
を
取
り
下
げ
る

§

最
後

に
、
大
雪
山
の
縦
貫
道
路
建

設

に
反
対
す

る
運
動

に
参

加
し
て
、
現
時
点
で
は

「
大
雪

の
自

然
を
守

る
会
」
と
し
て
ま
だ
総
括
さ
れ
て

い
な
い

の
で
、
個
人
的
意
見
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
問
題
点

を

二
、

三
書
き
と
め
て
お
き

た
い
と
思
う
。

第

一
に
は
、
大
雪
山
縦
貫
道
路

は
単
独

の
計
画

の
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
た
が
、
表
大
雪
循
環
観
光

産
業
道
路
計
画
や
、
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
な

ど

の

一
連

の
観
光

開
発

計
画
の

一
部
を
な
す
も

の

で
あ

っ
た

こ
と
で
あ

る
。
江
崎
道
開
発

庁
長
官

の

「
計
画

は
と
り
下
げ

る
が
断
念
し
た
わ
け

で
は
な

く
、
今
後
も
自
然
破
壊

問
題
に
つ
い
て
の
検
討
を

つ
づ
け

る
」
と
の
発

言
は
、
行
政
当
局
が
大
雪
山

の
自
然

の
価
値

を
認
識

し
て
と
り
下
げ
し
た
わ
け

で
な

い
こ
と
を
端
的

に
示
し
て

い

る
も

の

で

あ

り
、
こ
れ
ら

一
連

の
開
発
計
画
を
自
然
保
護

の
立

場
か
ら
検
討
し
、
観
光
開
発
を
含
め
た
す

べ
て
の

産
業

開
発
を
再
検
討
さ

せ
な

い
限
り
、
縦

貫
道
路

一
本
を
阻
止
し

て
も
、
大
雪
山
の
貴
重
な
自
然

は

破

壊
し
さ
ら
れ

る
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と

で
あ
る
。

第

二
に
は
、
北
海
道
知
事
は
昭
和
四
十
七
年
十

月
に

「
大
雪

の
自
然
を
守
る
会

」
の
会
員
が
提

出

し
た
請
願
法

に
も
と
つ
く
請
願
を
最
後
ま
で
無
視

し
、
最
後
ま

で
市
民
と
会
わ
な
か

っ
た
し
、
文
書

で
の
回
答
も
し
な

か

っ
た

こ
と
を
ど
う
評
価
す
る

か
で
あ

る
。

こ
れ

は
地
方
自
治
体
の
長
と
し
て

こ

の
姿
勢
が
正
し

い
か
、
皆

で
検
討
し
て
い
た
だ
き

た

い
と
思
う
。

根
本
的

に
は
社
会
体
制
と

い
う
こ
と
が
あ
る

か

も
し
れ
な
い
が
、
大

石

・
前
環
境

庁
長
官

の
例
も

あ
る
、
首
長

に
し

っ
か
り

し
た
自
然
観
が
な

い
限

り
、
北
海
道

の
環
境
破

壊

問
題

は
好
転

し
な

い
と

感

じ
ら
れ
た
。

第

三
に
は
、
今
後

は
自

然
保
護
運
動
と
く

に
ご

の
大
雪
問
題

の
よ
う
な
場
合

、
地
域
住
民

の
住
民

感
情
と

の
調
整
を
、
ど
う
考

え
て
い
く

べ
き

か
が

課
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
自
然
保
護
地
域
内

の
住
民

に
対

し
て
は
、
行
政
的
な
保
障
を
な
ん
と

か
考
え
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
時
点

に
来
て
い
る

と
感
じ
ら
れ
た
。
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
自
然
で
あ

っ

て
も
、
早
晩
、
地
域
住
民

の
生
活
安
定
向
上
と
必

ず
対
比
さ
れ
る
。
行
政
的
な
対

策
の
な
い
自
然
保

護

に
対
す
る
観
念
的
理
解
だ
け
で
は
、
開
発
側
の

「
住
民

の
生
活
を
ど
う
す

る
の
か
」
と

い
う
殺
し

文
句

に
対
抗
す
る
説
得
力

は
得

ら
れ
な
く
な
る
と

感

じ
ら
れ
た

こ
と
で
あ

る
。
私
た
ち

「
大
雪
の
自

然
を
守

る
会
」
で
は
、
政
治
的
な
も

の
は
抜
き

に

し
て
自
然
保
護
の
運
動
を
進
め
て
き

た
が
、
こ
こ

ら
あ

た
り

に
自

然
保
護
団
体

の
限
界
が
感
じ
ら
れ

今
後

の
課
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
た
。

第

四
に
は
、
今
回
の
結
末

に
つ
い
て
は
、
市
民

運
動

と
し
て
の
成
果
は
当
然
評
価

さ
れ
る
が
、
二

年

前
を
振

り
返
る
と
や
は
り
初
代

環
境

庁

・
大
石

長
官

の
存
在
を
抜
き
に
し
て
は
現
状
は
考
え
ら
れ

な

い
と
思

っ
て
い
る
。
大
石
長
官
が
あ

っ
て
、

は

じ
め
て
大
雪

の
問
題

の
成
果
が
得
ら
れ
た
と
い
え

る
。
し
か
し
こ
れ
と
同
時
に
、

こ
の
二
年
間

の
社

会

情
勢

の
変
化

は
非
常

に
大
き

い
。

こ
の
時
代

の

流
れ

の
変
化

に
自
然
保
護

の
市
民
運
動
も
わ
ず

か

に
貢
献
し
た
と
、
評
価
を
与
え

る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
大
雪
単

独
の
市
民
運
動

と
し

て
の
評
価
で
は
な
く
、
こ
の
流
れ

に
関
与

し

22



た
多
く

の
運
動
が
直
接

・
間
接

に
盛
り
上
が

っ
て

は
じ
め

て

「
縦
貫
道
路
と
り
下
げ
」
と

い
う
成
果

を
も
た
ら
し

た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
成
果

は
、
今
後

の
全
国
自
然
保
護
連
合
を
中
心
と
し
た

自
然
保
護
団
体

の
連
携

の
重
要
性
を
示
唆
す

る
も

の
と

い
え
よ
う
。

以
上
、
二
年
間

の
経
過
と
問
題
点

の
概
要
を
報

告
し
、

こ
の
二
年
間
あ
ら

ゆ
る
機
会

に
こ
の
運
動

を
ご
援
助
下
さ

っ
た
皆
様
方

に
誌
上
を
借
り
て
お

礼

を
申

し
あ
げ
、
ま
た
今
後

の
大
規
模
林
業
圏
構

想

な
ど

に
か
ら
ん
で
山
積

さ
れ

た
大
雪
山
系

の
問

題

に
対
し
て
、
さ
ら

に
ご
援
助
下
さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
当

に
皆

様
、
有
難

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

(大
雪
の
自
然
を
守
る
会
)
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